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段取り八分、仕事二分～片付け・整理整頓はできていますか？～ 

学校長 髙岡 佐知 

 我が家の新聞は、休日に教育情報誌の折り込みが入ります。６月のある週、片づけコンサル

タントの方の記事が載っていました。片づけをアドバイスするプロが数多くいらっしゃると

いうことは、それだけ世の中に片付けで悩んでいる方が多いことの裏返しかも知れません。 

学校では机やロッカーの整理整頓が苦手な児童が見受けられます。そんな子は、学習用具の

管理ができず、忘れ物をして授業を受けるのに不便を感じてしまいます。 

 片づけは学習と同じく経験が必要です。まず、ものの定位置を決め、どこに何を収納するの

かが子どもにわかるようになっているかが重要です。学校では、教室の作りによって若干の違

いはあるものの、登校すると子どもたちは教科書類を机の引き出しに入れ、宿題を教員の机等

に提出し、後ろのロッカーにランドセルを入れます。毎日の生活でそれが身についてきている

ので、１年生でも朝の準備がほぼできるようになってきました。 

 次に、どんな収納の仕方がよいのか、小学校低学年では入れ方の写真を掲示したり、お手本

となる入れ方を教員が指導したりします。このような方法をご自宅でも是非取り入れ、児童が

自分で自分のものを整理整頓できるようになってほしいと感じています。 

 学年が上がるにつれ自分の持ち物は多くなり、一つ一つの重要度も増していきます。中学生

以上になれば、もはや保護者がすべてを手伝うのは不可能になることでしょう。学習内容を定

着させていくのはもちろん大切ですが、必要なものを適切なタイミングで準備することが学

習意欲にもつながっていきます。片づけが苦手な子供さんには、叱らず一緒に片づけたり用意

をしたりしてあげてください。 

 “段取り八分仕事二分”は、社会人や大人の仕事の言葉ではありますが、仕事は子どもたち

にとっての学習と考えることができます。学校では学習に必要な持ち物がそろっていること、

つまり、鉛筆なら削って準備ができている、ノートには十分なページが残っていて書くスペー

スがある、毛筆の筆は手入れができていてすぐに使えるようになっている、必要な持ち物を持

ってきていることが自分で把握できていて、授業が始まる前に準備ができている、などのこと

が学習をスムーズに進める上での前提となります。そして大切なポイントは、子ども自身が

“持ってきていることが分かっている”ことです。 

 さらに言えば、準備を整えておくことで集中力が増し、学習内容がノートなどに整理され、

その結果、学習した内容が定着するという好循環を生み出します。必要なものを探すために時

間を無駄にすることもないため、学習に集中できることでしょう。気持ちよく整理整頓できた

環境では、「よし頑張るぞ」という意欲もわきます。今後、社会に出て自分の力を発揮するた

めには、まず自分の持ち物が把握・管理ができるように、保護者の方にも適切な声掛けをして

いただきますようお願いします。 
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院内学級とは 
 院内学級は、「長期療養中の児童・生徒に学習の機会を設け、学力の補充と情緒の安定を図

る」ことを目的として開設された病院内の学級です。吹上小学校の院内学級は、日本赤十字和

歌山医療センター南館４階にあります。長期入院となった児童は、転校手続きの後、本校の院

内学級へ入級してきます。治療や様々な制限が多い中、いかにすれば治療へのモチベーション

をもってもらえるのかを常に考えています。そして、少しでも不安が和らぎ、笑顔になっても

らえるよう、医療スタッフと相談しながら、体調や心の状態を把握した上で、一人一人に応じ

た授業や遊び、支援を考えます。病状により、教室かベッドサイドのどちらかで学習を行いま

す。教科の学習はもとより、紙芝居や絵本の読み聞かせ、ハンドベル演奏、季節に合わせた行

事、好きな遊びやゲーム、工作なども行い、制限された入院生活の中でも笑顔で楽しめる活動

を行っています。遊びの時間が楽しいコミュニケーションの場となるよう、時々、病棟内の保

育士さんや看護師さん、ご家族も一緒に参加してもらっています。また、長期外泊の際には、

体調を確認しながらリモート学習を行い、学習に空白をつくらな

いようにしています。子どもにとって「学ぶ」ことは病気克服へ

の原動力となるからです。退院が決まると、学籍は前籍校へ戻り

ます。円滑に前籍校に戻れるよう、常に前籍校との連携を密にし、

学習面でも日常生活でも困らないようにしておくことが大切だ

と考えています。どの学年の子が入級しても、やればできるとい

う達成感や楽しい体験を積み重ね、治療への大きなエネルギーに

なるよう精一杯サポートしていきたいと考えています。 

７・８月の主な行事予定 
1 月 1・2 年国際交流出前授業 １４ 日 6 年生サマーデイキャンプ（育友会） 

２ 火 3 年県立近代美術館見学 １５ 月 海の日 

３ 水 4 年 2 組算数科研究授業 １６ 火 ALT 来校 

４ 木 なかよし遊び・お話の会 １７ 水 ALT 来校 

５ 金 スクールカウンセラー来校 １８ 木 給食終了・なかよし反省会 

６ 土 土曜チャレンジ「水泳」 １９ 金 1 学期終業式 

７ 日 七夕まつり（公民館主催） 23・24 個人懇談 

８ 月 
お話の会 ２５ 木 プール開放（１・６年） 

6 年生認知症キッズサポートスクール ２６ 金 プール開放（２・５年） 

１０ 水 委員会 ２８ 日 吹上の夕べ 

１１ 木 
なかよし遊び ２９ 月 プール開放（３・４年） 

吹上の夕べ実行委員会 8/1 木 登校日 

１３ 土 土曜チャレンジ「生け花・将棋」 8/26 月 2 学期始業式 

 


